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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ
　・ふるさと振興局の活動  ………………２

　・村県民税制度が変わります  …………３

　・新区長、新地区長（年番長）  ………４

　・農薬の適正使用について  ……………５

　・Ｈ１８公共工事発注予定  ………………５

　・風水害対策準備は万全ですか  ………６

　・風景写真コンテスト作品募集  ………８

■ 健康アップＰＰＫ
　・ウォーキング教室の開催  ……………９

■ 学校だより
　・第一小学校　「学校自慢」  ……………１０

■ 交流センター便り  ………………１１
■ ひなたぼっこ  ……………………１２
■ オフトークたかぎ
　・６月の自主番組表  ……………………１４

瀬戸の滝 周辺の遊歩道が整備され、ふるさと楽遊塾で見学会瀬戸の滝　周辺の遊歩道が整備され、ふるさと楽遊塾で見学会
が行なわれました。が行なわれました。（５月14日）（５月14日）
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広 報 
村の人口　6,848人（－２） 

　 男　 　3,315人（－２） 

　 女 　　3,533人（±０） 

　世帯数 　2,048戸（＋２） 

（平成18年５月１日現在） 2006 第252号 

編集　村づくり推進室／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

　

昨
年
度
、
豊
丘
村
役
場
内
に
北
部
地
区
ふ
る
さ
と
振
興
局
が
設
置
さ

れ
、
地
域
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
名
が
配
置
さ
れ
る
中
、
下
伊
那
北

部
五
町
村
が
協
働
し
て
、
地
域
の
行
政
課
題
解
決
を
目
指
し
て
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、
役
場
で
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
共
同
化
の
研
究
を

行
っ
た
ほ
か
、
コ
モ
ン
ズ
支
援
金（
特
別
分
）を
利
用
し
た
講
演
会
や
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
地
域
再
発
見
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。南信州のグリーンツーリズムを考えるシンポジウム　12月3日

【
平
成
十
七
年
度
の
活
動
】

○
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
講
演
会

    
十
月
十
五
日
・
豊
丘
村

    
一
五
〇
名
参
加

○
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

    
十
月
二
十
一
日

    
松
川
町
・
大
鹿
村
方
面

    
三
十
三
名
参
加

    
十
月
二
十
五
日

    
高
森
町
・
喬
木
村
・
豊
丘
村

　

方
面

    
三
十
九
名
参
加

○
南
信
州
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

    
十
二
月
三
日
・
松
川
町

　

一
五
〇
名
参
加

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

    
二
月
十
日
・
高
森
町

    
三
〇
名
参
加

○
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

    
二
十
八
ペ
ー
ジ

    
一
、四
〇
〇
部

○
共
同
観
光
広
告
の
掲
載

　

平
成
十
八
年
度
も
引
き
続
き
事

務
事
業
共
同
化
の
研
究
を
続
け
る

ほ
か
、
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
（
地
域

枠
）
を
活
用
し
た
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
平
成
十
八
年
度
の

予
定
事
業
】

○
事
務
共
同
化
研
究

  
・
地
域
防
災
力
の
強
化

  
（
住
民
啓
発
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

  
・
税
務
事
務
の
共
同
化

  
・
健
康
診
断
の
共
同
化

  
・
火
葬
場
の
研
究

  
・
観
光
案
内
施
設
の
共
同
設
置

  
・
学
校
共
同
調
理
場
の
設
置

○
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
活
用
事
業

  
・
観
光
案
内
板
の
設
置

  
・
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

  
・
観
光
関
係
講
演
会
の
開
催

  
・
共
通
観
光
パ
ン
フ
の
作
成

タウンウオッチング 10月21日タウンウオッチング　10月21日
：大鹿村・夕立神パノラマ公園：大鹿村・夕立神パノラマ公園

ファシリテーター養成講座　2月10日
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税制改正により平成１８年度の個人住民税（村県民税）の計算・控除額などが変わります。
村県民税は、前年の所得（平成１７年）を基に課税されます。

対象65歳以上の方

老年者控除の廃止

これまで65歳以上の方が受けていた老年者控除

が廃止されました。

　　控除額　村県民税　48万円

非課税規定の廃止

年間合計所得が125万円以下の老年者（65歳以

上）に適用されていた村県民税非課税規定が廃止

されました。ただし、経過措置として平成17年

1月1日現在65歳以上で前年の合計所得が125万

円以下の方は、平成18年分は1／3の課税となり

ます。

対象全年齢

均等割非課税基準の廃止

村県民税の納税義務のある夫と生計を一にする妻

に対する均等割（4，000円）の非課税基準が廃止さ

れ、夫妻に限らず所得が28万円以上ある方は村

県民税均等割が課税されます。

給与収入のみの方は収入が93万円を超えると課

税となります。（障害者、寡婦、寡夫、未成年者扶

養控除の人数等の非課税規定に該当しない場合）

公的年金控除の変更

【改正前】

所得計算年金収入

収入－１４０万円０～２６０万円未満

収入×７５％－７５万２６０万円以上～４６０万円未満

収入×８５％－１２１万４６０万円以上～８２０万円未満

収入×９５％－２０３万８２０万円以上

【改正後】

所得計算年金収入

収入－１２０万円０～３３０万円未満

収入×７５％－３７．５万３３０万円以上～４１０万円未満

収入×８５％－７８．５万４１０万円以上～７７０万円未満

収入×９５％－１５５．５万７７０万円以上

※所得計算で２８万円を超える方は、村県民税が課税されます。

定率控除の引き下げ

村県民税の定率控除が

　　　所得割15％（限度額4万円）→7．5％（限度額2万円）

に引き下げられました。

《例》平成17年1月1日現在65歳以上の方で、年間年金収入額　170万円の方の場合（基礎控除のみ）

【改正前】

▼年金所得の計算

　170万円－140万円＝30万円

▼村県民税の計算

　所得が125万円以下のため非課税

【改正後】

▼年金所得の計算

　170万円－120万円＝50万円

▼村県民税の計算

　50万円（所得）－33万円（基礎控除）＝17万円

　17万円×5％（税率）＝8，500円

　8，500－700（定率控除8，500×7．5％）＝7，800

　7，800＋4，000（均等割）＝11，800

　11，800×1／3（経過措置）＝3，800

　個人住民税（村県民税）額　3，800円

　※定率控除・経過措置については端数計算があります

�
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　今年度の区長会の役員が選出されました。

　会　長　斉藤　一郎さん（小川区長）

　副会長　木村　　進さん（伊久間区長）

　区長さん地区長さんなどの新体制は次のとおり

です。

地　区氏　名役　職区
里原３佐 藤 守 弘区 長

阿 島

稔大 平 武 司副 区 長
田中３松 澤 政 治副 区 長
宮澤２昼神二三男北
寺の前４松 澤　 清寺 の 前
帰牛原４市 瀬 克 博帰 牛 原
横町東吉 川 孝 司郭
瑞穂羽 生　 勲町
里原3船 沢　 透南
那木耕地斉 藤 一 郎区 長

小 川

馬場１１森 山 高 久副 区 長
上耕地１村 沢 貞 男副 区 長
馬場１１森 山 高 久馬 場
両平上２原　 敏 幸両 平
上耕地１村 沢 貞 男田 上 川
南耕地２松 島 勝 美上 平
伊久間１２木 村　 進区 長

伊久間 伊久間１０桑 原 栄 蔵副 区 長
伊久間１６増 田　 隆会 計
富田2-1木 下 勇 人区 長

富 田 富田2-2小 池 和 利代 理 者
富田7-1畑 中 一 彦会 計
大和知3-4横 前 兼 雄区 長

大和知 大和知3-1忠 平 章 人代 理 者
大和知１上萩原　　 勉会 計
本谷２萩 原 順 治区 長

氏 乗 氏乗下南多 田 一 幸代 理 者
貸又２萩 原　 勲会 計
大島中平１山 上 賢 亮区 長

大 島
牧畑上内 山 光 明代 理 者
大島上平２筒 井 武 人会 計
大島上平２筒 井 正 司会 計
桃添上２牧 内 盛 夫区 長

加々須
豊詰小 澤　 博代 理 者
野田原上小 山 憲 昭会 計
桃添下２牧 内 孝 志特別会計
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第
一
回

粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののののののののののののののののののののの

粗
大
ご
み
の

有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
　
　

有
料
収
集

日　

時

　

六
月
四
日
（
日
）

時　

間

　

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の

三
時
間　

※
小
雨
決
行

会　

場

　

運
動
公
園
第
一
駐
車
場

　
　

（
略
図
参
照
）

業　

者

　

�
近
代
化
清
掃

　

�
三
五－

二
四
一
二

・
処
分
し
た
い
も
の
を
、
直
接
持

ち
込
み
、
業
者
に
料
金
を
払
い

ま
す
。

・
品
目
ご
と
の
料
金
は
今
年
３
月

に
配
布
し
ま
し
た
「
粗
大
ご
み

料
金
表（
保
存
版
）」
を
ご
覧
下

さ
い
。

・
家
庭
ご
み
に
限
り
ま
す
。
農
業

経
営
や
事
業
系
ご
み
、
産
業
廃

棄
物
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・
家
電
五
品
目（
テ
レ
ビ
、
洗
濯

機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア

コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
）は
出
せ
ま

せ
ん
。

・
雨
天
の
場
合
、
布
団
は
濡
れ
な

い
よ
う
に
し
て
持
ち
込
ん
で
下

さ
い
。

・
鉄
く
ず
類
と
は
専
用
袋
に
入
ら

な
い
も
の
で
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
せ
な
い
も
の
で
す
。

・
ま
だ
使
え
る
も
の
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
持
ち
込

み
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
十
八
年
度
は
三
回
の
有
料

収
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

（
六
／
四
・
十
／
一
・
三
／
四　

各
第
一
日
曜
日
）

　
　

分
別
収
集
の
徹
底
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　平成１４年６月に、村づくりは私たちの手で！みんなで

創ろう明日の喬木村　を合い言葉に、村づくり塾がスター

トしました。

現在、１４の塾（休会中含）が活発に活動しています。塾の

目的は、明日の喬木村をどのように築いていくか、村民

が自発的に村づくりに必要な調査・研究を行い、その成果

を村の施策として提言していくことを目的としています。　

５名以上の村民が参加することが、塾の条件となってい

ます。また、調査・研究事例として以下が考えられます。

①健康と福祉　②子どもを育む地域づくり　③産業基

盤づくり　④教育文化の拠点づくり　⑤環境にやさし

い循環型村づくり　⑥情報ネットワークによる村づく

り　⑦男女共同参画による村づくり

　大勢の方の参加をお願いします。

応募・問い合わせは、むらづくり推進室　電話３３－５１２９
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お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

三
月
三
十
一
日
付
で
退
職
し
ま

し
た
。

・
忠
平
隆
三（
特
養
喬
木
荘
所
長
）

・
宮
下
幸
子（
住
民
係
長
）

・
下
岡
常
代（
中
央
保
育
園
長
）

※
訂
正
の
お
願
い

　

五
月
号
掲
載
の
職
員
配
置（
５

面
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
、
下
記
の
と
お
り
訂

正
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
河
西
美
津
恵（
中
学
用
務
員
）

・
佐
々
木
美
和
子（
第
一
小
用
務
員
）

���������
���������
平成１８年度区長及び地区長平成１８年度区長及び地区長
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村村村村村村村村村村づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾のののののののののの募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集村づくり塾の募集
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農
薬
を
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

農
薬
を
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

６
月
は
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
月
間
で
す
。

６
月
は
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
月
間
で
す
。

　

六
月
は
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」

月
間
で
す
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
九
日
よ
り
残

留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で

は
、
今
ま
で
残
留
農
薬
基
準
が
な

い
農
薬
に
も
、
〇
・
〇
一　

と
い
う

ppm

基
準
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
基

準
値
を
上
回
る
と
、
生
産
物
の
出

荷
停
止
・
回
収
な
ど
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
・
〇
一　

と
い
う
濃
度
は
、
有
効

ppm

成
分
含
有
率
十
％
の
農
薬
を
一
、〇

〇
〇
倍
に
希
釈
し
た
薬
液
が
一
�

の
作
物
に
対
し
て
わ
ず
か
〇
・
一
�

付
着
し
た
場
合
の
濃
度
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
隣
接
ほ
場
か
ら

の
わ
ず
か
な
農
薬
飛
散
、
前
回
使

用
し
た
薬
液
が
残
っ
た
ま
ま
の
防

除
器
具
の
使
用
、
農
薬
を
扱
っ
た

手
で
収
穫
物
を
触
る
と
い
っ
た
こ

と
で
も
、
残
留
基
準
を
上
回
る
農

薬
が
検
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

○
農
薬
の
飛
散
を
低
減
す
る
に
は

・
Ｓ
Ｓ
等
防
除
機
の
薬
液
の
届
く

位
置
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ド
リ
フ
ト
低
減
ノ
ズ
ル
の
使
用

や
、
樹
形
に
あ
わ
せ
て
不
要
な

ノ
ズ
ル
は
止
め
、
風
量
や
圧
力

を
調
整
し
ま
す
。

・
隣
接
ほ
場
の
生
産
者
へ
の
連
絡
、

緩
衝
地
帯
の
設
置
、
収
穫
時
期

を
考
慮
し
た
散
布
計
画
、
収
穫

間
際
の
ほ
場
に
は
目
印
を
つ
け

る
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
が
最
も

重
要
で
す
。
品
目
を
超
え
た
農

家
同
士
、
地
域
で
話
し
合
い
の

場
を
持
ち
、
喬
木
村
農
産
物
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

・
果
樹
の
混
植
、
果
樹
園
内
の
野

菜
の
作
付
け
、
他
品
目
栽
培
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
に

対
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
作

付
計
画
時
に
、
こ
の
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
農
薬
使
用
基
準
の
遵
守
と
適
正

使
用

・
散
布
前
に
対
象
作
物
、
散
布
濃

度
、
散
布
回
数
、
使
用
時
期
に

つ
い
て
、
ラ
ベ
ル
等
で
再
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
防
除
履
歴
の
記
帳
は
必
ず
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
専
用
の
場

所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
薬
の
空
き
容
器
は
適
正
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

・
防
除
は
保
護
具
を
使
用
し
て
安

全
に
作
業
が
行
え
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
病
害
虫
の
適
期
防
除
に
よ

り
、
無
駄
な
農
薬
散
布
は
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
対
策
に
つ
い
て
お

願
い
し
ま
す
。

　

河
川
湖
沼
の
水
温
上
昇
期
を
迎

え
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

記

○ 
県
内
の
川
や
湖
な
ど
で
採
捕
し

た
コ
イ
は
、
生
き
た
ま
ま
持
ち

出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○ 
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
、
コ
イ
の
放

流
な
ど
は
当
面
行
わ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

河
川
や
湖
沼
で
、
死
亡
魚
な
ど

コ
イ
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、

下
伊
那
地
方
事
務
所
農
業
自
律

チ
ー
ム（
�
五
三－

〇
四
一
四
）ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成１８年度　　喬木村公共工事　　発注予定

発注方式工　　種担　当　係主　管　課工事の名称発注予定番号

指名競争入札道 路 修 繕建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 修 繕 （ 南 ）Ｈ１８．４1

指名競争入札道 路 改 良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 改 良（ 上 平 ）Ｈ１８．５2

指名競争入札道 路 改 良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 改 良（ 西 町 ）Ｈ１８．５3

指名競争入札道 路 改 良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 改 良（ 中 原 ）Ｈ１８．５4

指名競争入札舗 装 修 繕建 設 係産 業 建 設 課村 単 舗 装 修 繕（ 全 村 ）Ｈ１８．６5

指名競争入札舗 装 修 繕建 設 係産 業 建 設 課村 単 舗 装 修 繕（ 伊 久 間 ）Ｈ１８．６6

指名競争入札道路局部改良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 局 部 改 良（ 寺 の 前 ）Ｈ１８．６7

指名競争入札内 装 工 事学 校 教 育 係教 育 委 員 会歴 史 民 俗 資 料 館 改 修 工 事Ｈ１８．７8

指名競争入札屋根塗装工事学 校 教 育 係教 育 委 員 会第 二 小 体 育 館 屋 根 塗 装 工 事Ｈ１８．８9

指名競争入札玄関保温対策商 工 観 光 係ふるさと振興室農村交流研修センター改修工事Ｈ１８．８10

指名競争入札道 路 改 良建 設 係産 業 建 設 課臨時交付金道路改良（大和知）Ｈ１８．９11

指名競争入札道路局部改良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 局 部 改 良（ 大 和 知 ）Ｈ１８．９12

指名競争入札道 路 改 良建 設 係産 業 建 設 課村 単 道 路 改 良（ 田 中 下 ）Ｈ１８．１０13

平成１８年４月１日：総務課庶務係
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毎
年
六
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
は
、
梅
雨
、
台
風
な
ど

に
よ
る
集
中
豪
雨
が
起
こ
り

や
す
く
、
洪
水
な
ど
の
危
険

性
が
と
て
も
高
い
時
期
で

す
。
水
害
か
ら
身
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
水
害
に
対
し
て
関
心
を

持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

洪
水
被
害
の
局
地
化

　

近
年
の
雨
は
局
所
集
中
型
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
国
・

県
・
村
で
は
、
洪
水
に
備
え
て
治

水
事
業
や
降
雨
情
報
等
の
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
気
象
の
観
測

場
所
以
外
で
の
局
所
的
な
豪
雨
に

つ
い
て
は
、
把
握
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
重
要
と
な

る
の
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
衛

方
法
に
関
す
る
知
識
や
装
備
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。以
下
の
内
容

を
よ
く
読
ん
で
大
規
模
水
害
に
備

え
、人
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
や
注

意
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ

う

　

台
風
時
や
集
中
豪
雨
時
は
も
ち

ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
天
気
予
報
を
確
認
し

て
気
象
の
変
化
に
関
心
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

他
に
も
同
報
無
線
や
オ
フ
ト
ー

ク
に
よ
り
注
意
報
、
警
報
な
ど
を

放
送
し
ま
す
の
で
日
ご
ろ
か
ら
関

心
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
県

に
お
い
て
県
内
の
降
雨
量
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
砂

防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
を
お
使

い
の
方
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
防
災
メ
ー
ル
の
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
登
録
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://1
3
3
.1
0
5
.1
1
.4
6
/

inde
x
.htm
l

◎
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

　

避
難
場
所
を
確
認
し
経
路
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
避
難
時
に
は
お
年

寄
り
や
女
性
、
子
供
を
優
先
的
に

避
難
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
族
が
離
れ
て
い
る
時
の
集
合
場

所
や
安
全
の
確
認
が
で
き
る
方
法

も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
緊
急
時
の
必
需
品
を
い
つ
で

も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
ま
と

め
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う

　

緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
、

洋
服
や
下
着
・
非
常
用
食
糧
等
を

ま
と
め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯

や
ラ
ジ
オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。
荷

物
は
避
難
の
邪
魔
に
な
ら
ず
、
持

ち
出
し
や
す
い
よ
う
に
必
要
最
小

限
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

平
成

年
度

平
成　

年
度

1８1８

生
活
と
く
ら
し
講
座

生
活
と
く
ら
し
講
座

　

消
費
者
を
と
り
ま
く
問
題
は
年
々

多
岐
に
わ
た
り
、
ひ
い
て
は
健
康

の
阻
害
や
心
の
豊
か
さ
に
希
薄
を

感
じ
る
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

喬
木
村
消
費
者
の
会
で
は
、昨
年

度
に
続
い
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
の
中
か
ら
い
ろ

い
ろ
の
工
夫
や
思
い
が
話
し
合
え

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ご
都
合
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
誘
い

合
っ
て
大
勢
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【 講座の内容 】＜受講料は全て無料です＞

内　　　容テ　ー　マ日時・場所

確かな情報とは？
食品表示の確認方法
地産・地消

食品の安全性
～安心して食べるために～
（ＪＡみなみ信州）

６月14日（水）
PM７:30

老人福祉センター

いざという時の心がまえ
非常用持出品、災害用備蓄品
自分たちの避難場所はどこか？

地域の防災対策
～災害はわすれたころにやってくる～
（長野県危機管理防災チーム）

８月23日（水）
PM７:30

老人福祉センター

トロトロ石けん・重曹をつ
かっての安心掃除
スライド　～シンプルライフ

掃除と収納
～シンプルライフを目ざして～
（飯田友の会　牧野恵美子さん）

９月13日（水）
PM7:30

老人福祉センター

【参加方法】　　参加についての申込みは特に必要ありません。興味のある方はお気軽にご参加ください。
【問い合わせ先】喬木村消費者の会事務局（役場総務課）　TEL 33-5120 又は 33-2001
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shimada@vill.takagi.nagano.jp

容
器
包
装
ご
み
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
全
体
に
占
め
る
容
器

包
装
廃
棄
物
は
、
湿
重
量
比
で
は

全
体
の
二
三
・
三
％
で
す
が
、
容

積
比
で
は
全
体
の
六
一
・
三
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
を
含
む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
容
器
包
装
が
四
〇
・
九
％
を
占

め
て
お
り
、
ご
み
を
か
さ
ば
ら
せ

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
家
庭
ご

み
か
ら
容
器
包
装
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
容
器
包
装
廃
棄
物
は
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
へ
。
不
要
な
も
の

は
買
わ
な

い
。
丈
夫

な
も
の
は

繰
り
返
し

使

い

ま

し
ょ
う
。

� ��������������������������������������������������������������������


